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はじめに

ここ数年，いろいろな人がそれぞれの思いで，園芸の

知識や技術を広めようとして，いくつもの研修会や研究

会が聞かれるようになった。こちらがいい，あちらがい

いと，近づいたり離れたりもみられるが，競合や統合と

いう動きには至らない。隣の畑をのぞいたことがないと

いう集まりもある。のぞきあっている集まりも， ドング

リの背比べといったらしかられるかもしれないが，なに

かのはじまりの時期とはそうしたものである。 2001年7

月，アメリカ園芸療法協会 (AmericanHorticultural 

Therapy Assosiation AHTA) のThe2001 Annural 

Conference of AHTAに参加したが，アメリカやカナダで

も数十あまりのグループがあり，統一するためというよ

り，お互いの経験を語り知識や技術を分かち交流する場

として聞かれているようであった。

一つの知識や技術が，多くの人たちの共通のものとし

て発展していくには，いろいろな視点や立場から，とも

に語り研鐙する場が必要である。そうした場のーっとし

て学会は大きな力になる。今回，園芸療法という限られ

た視点からではなく，人間と植物の関わりという広い視

野にたって，多くの人が集まり英知を出し合う場として

「人間・植物関係学会」が立ち上げられた。小さな共通

の畑作りが始まったようなものである。

この畑(人間・植物関係学会)が，大きく広がり，誰

もが利用できるコミュニティガーデンのように育つよ

う，園芸を治療・援助の手段のひとつとして用いてきた

作業療法士の立場から，これまでの歩みをふり返り今後

への期待を述べる。

療法としての萌芽

ひとの暮らしを構成する作業が音楽やスポーツなどと

共に，治療やリハビリテーションにもちいられるように

なった起源は，ものの本によると紀元前数千年にさかの

ぼる。「作業をすることは，自然のもっとも優れた医師

であり，それが人間の幸福についての条件である」とい

2001年11月初日受付.
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ったギリシャの医師Galen(130-201AD)の言葉が伝え

られている。園芸は，そうしたさまざまな作業活動をも

ちいて，生活を再構築する療法における手段のーっとし

て，作業療法の歴史と共に古くからから利用されてきた。

そうした歴史はあるが，医療において積極的に利用され

るようになったのは， 18世紀後半~20世紀にかけての

道徳療法(moraltreatment)興隆の中で，精神障害や知的障

害がある人たちにもちいられたのが始まりといってもよ

い。療法としての効果に関する記述としては，アメリカ

のBenjaminRushが精神病に対する効果を述べているの

が初めではなかろうか。

道徳療法のなかで盛んにもちいられた園芸も，都市化，

産業構造の変化，道徳療法の衰退，精神病に対する医学

的治療の台頭などにより，作業療法と共に一時衰退した。

そして，二度の大戦で傷夜軍人の社会復掃を目的とした

リハビリテーションの需要が高まり，再び見直されるよ

うになった。音楽，絵画などさまざまな活動が療法とし

て独立するようになり，園芸療法もそうした流れの中で

生まれた。

ちなみに，作業療法で用いるさまざまな媒介が，単独

の療法として扱われているものを，厳密な分類ではない

が， r創作・表現活動を主な媒介とするものJ，r生物を
媒介とするものJ，r運動・行為を媒介とするものjに整
理すると，表lのようになる。療法という意味は広くも

ちいられ，一定の定義が与えられてはいないが，少なく

とも療法というからには，その根拠と技法，適用対象と

効果などを明らかにすることが求められる。なにもかも

療法とよぶことには疑問を感じる。療法と呼んでしまう

ことによって，その本質を見失ってしまう危険性がある

からである。参考までに，作業療法の種目として活動分

析の視点からみた園芸という活動や活動に関連するもの

と環境がもたらす効果は，表2のように示される。

隣(アメリカ・カナダ)の畑

2000年， 2001年とアメリカ・カナダの医療・保健・

福祉・更正領域における補助的療法の現状を視察した
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第1表作業療法のさまざまな媒介より生まれた補助的療法.
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(山根， 2001a-d)o 10数施設の現状から，隣の畑の様子を

みることにしよう。アメリカ・カナダにおいても，園芸

療法は直接診療報酬の対象になっていないため，他の認

可された療法のプログラムの一部として利用されてい

る。この点は日本と変わりないが，園芸療法の教育は大

学や大学院で園芸療法の講義がされており，この点は日

本より充実している。

教育は主として農林業，造園関係の出身者によってな

されており，植物の育て方，特性を生かした利用，環境

の整備や管理，空間の生かし方などは見習うことが多い。

また，療法としてでなく，福祉的園芸や都市の生活環境，

職場の作業環境といった広い視点からの園芸の利用に園

第2表療法としての園芸の主な効果.

身体的効呆

基本的身体機能の賦活，維持・改善

感覚(知覚，認知)運動機能の維持・改善

新陳代謝の促進

他

心理的効果

心的エネルギーの変換によるカタルシス，気分転換

適度な沈静と賦活による安心，安らぎの提供

痛みや疲労の軽減

基本的欲求(生産，消費，遊び，ゆとり)の充足

時間や季節の見当識

生活のリズムの回復

自分や人生の投影による安心，自己洞察

自己能力の現実検討

実存的受容

コミュニケーションの補助

他

環境的効果

温度，湿度の調節機能

防音，減音機能

清浄機能

他

経済的効果 環境・心理効果から派生する作業効率の向上

芸療法士が関わっているのは，長い歴史がある

からだろう。

しかし，療法の根拠として必要な医学やリハ

ピリテーションに関する知識・技術の教育，心

身の機能との関係における作業としての園芸の

特性分析などは，あまりなされていないことが

気になった。経験に基づいておこなわれている

印象が強く，療法(治療)としての対象者の評

価と治療計画はかなり不足している。

2001年のアメリカ園芸療法協会年次大会にお

ける日米の交流セッションにおいても，評価方

法の有無に関する質問に，会長のカレンは効果

を判定する標準の評価表は協会としてはもって

いないし，検討していない，それぞれの施設や

療法士が工夫をしているだろう答えていた。根

拠のある効果の説明ができないことを理由に，

園芸療法に限らず補助的療法は，マネージドケ

アの嵐が吹きすさぶなかで，その長所を十分に

生かされず，医療や医学的リハピリテーションの場から

排斥される傾向にある(山根， 2001d)。

わが家(日本)の畑

わが国においても，療法としての園芸の利用は作業療

法の歩みと共にある。わが国の作業療法の創世者である

加藤普佐次郎が「作業治療」の手段のひとつとしてもち

いたのをはじめ(菅， 1932 加藤， 1991)， 精神病院や

古くは結核療養所などではなじみの種目である。もとも

とは生活に関連した作業活動をもちいた働きかけの一つ

であり，日本で作業療法士の教育が始まった当初のテキ

ストでは，農耕・畜産とともに仕事的作業種目として紹

介されている(早坂， 1973 ;小林， 1970)。そして，ア

メリカの教育制度の導入とともに，力動的意味合いにも

視点が向けられるようになり，作業療法のテキストでも，

心身両面への治療的応用について触れられるようになっ

た(菊池他， 1976;小林他， 1985)。しかし，十分な作業

分析がおこなわれないまま，その後のテキスト(日本作

業療法士協会編， 1990)では園芸の項目は消えた。精神

科領域では半数以上の施設で園芸がもちいられていた

(日本作業療法士協会学術部精神部門講習会実行委員会，

1989)が，作業療法全体となると 1990年度の白書(日本作

業療法士協会， 1990)では園芸12.5%，農作業8.8%，

1995年度の白書(日本作業療法士協会， 1995)では園芸

3.8%，農作業1.0%と，年を追うごとに利用は減少して

いる。 2000年度の白書(日本作業療法士協会， 2001)でも

全体では大きな変化はみられないが，精神科領域ではま

だ60%あまりが使用している。その理由としては，わ

が国の産業構造の変化の中で，園芸ができる場所をもっ

た病院が少なくなったこと，第1次産業より第3次産業

がもてはやされるようになり，生活スタイルが変化した
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ことなどが考えられる。また季節や天候の影響や植物の

生育期間の長さなどが医学的リハビリテーションの範轄

で利用するには制約となること，効果に対する科学的根

拠の証明が難しいといったことが考えられる。いずれも

農耕園芸という利用の仕方が影響しているものであり，

環境としての園芸，素材としての植物の利用ということ

が考えられるようになれば もっと利用のされ方は変わ

ってくるものと考えられる。

精神科領域において広く利用されてきた割には，作業

療法学会における発表や園芸に関する研究論文は少な

い。園芸を大きく取り上げた論文としては，園芸の特性

をその現象から作業療法の視点でとらえたもの(山根，

1995) ，慢性分裂病老人に対する地域ケアのあり方の中

で園芸が果たしている役割について述べたもの(山根，

1994)がみられる程度である。論文が少ない理由として

は，作業療法では一人の対象者に対してさまざまな活動

をもちいるため，特定の種目に関する利用や効果を示す

研究が基本的に少ないこと，園芸という種目に含まれる

要素があまりにも多いため，効果に対する自然科学的根

拠の証明が難しいといったことなども考えられる。

新たな動き

園芸療法という名称、で注目されるようになったのは，

1990年代に入ってからである。欧米で圏芸療法士の資格

を取得した人や研修を積んだ人たちが中心となって，園

芸療法の紹介(日本緑化センター， 1992;津田， 1992a， 

b ，広田， 1992)や研修会を聞かれるようになった時期

がそうである。

しかし，ここ数年の園芸療法ブームと共に，植物とい

う対象そのものや植物が育つ自然環境，植物の育成，植

物を利用して庭を造ったりする園芸やガーデニングなど

の活動を人の身体や精神機能の回復，向上にもちいると

いう作業療法の視点が，再び見直されるようになってき

た。その背景として，人類がこの100年，化石燃料とい

う地球の遺産を食いつぶし，大量生産大量消費のなかで，

生き急ぎ，息詰まってしまったことと無関係ではない。

21世紀は，人類が植物という「いのちJ，人類以外のさま
ざまな「いのちJと，大気や水や空気や陽の光のなかで，
ふたたび共に生きる生活へと回帰する新たな旅立ちのは

じまりである。植物や園芸に対するブームが一段落し，

さまざまな思惑による浮ついた動きが治まってからが大

切な時期と考えられる。

療法としての課題

作業療法が，健康で豊かな生活という視点から，医療

の枠を超えて保健・福祉領域へと広がっているように，

生産と消費という生活の二大要素を含み，健康や環境問

題と深く関連する園芸は，治療やリハビリテーションに

おいても新たな視点から見直され，福祉や教育，生活の

7 

中でその活用が広まることが予想される O しかし，仮に

園芸に造詣の深い作業療法士がいて，園芸のメンテナン

スまで、すべて行ったとしても，そうすれば一人の患者の

回復状態に応じてさまざまな手段をもちい，プログラム

を組み替えながら援助するという作業療法士としての一

貫したアプローチを行うことは物理的に無理になる。ま

た園芸療法士が，一人の患者の回復状態に応じてプログ

ラムを組み替えながら援助するということは，園芸療法

そのものが不十分になる。こうした常時のメンテナンス

が必要な種目や高い技術が要求される活動には，おのず

とそれぞれの機能を理解し，連携がとれる専門職が必要

になる。植物やその環境整備に関して十分な知識と技術

があり，常に必要なメンテナンスをする園芸の専門職

(園芸療法士など)と医学の知識や技術の基づいて対象

を評価し園芸を治療・援助に適切に組み込み利用するリ

ハピリテーションプログラムをコーディネイトするリハ

ビリテーションセラピストが連携をするという形態がも

っとも効果的であろう。アメリカがマネージドケアで失

ってしまったシステムであるが，我々はその轍を踏まな

いシステムを作り運営しなければならないだろう。

この畑(学会の場)を育てよう

学会という芽生えは，野生種の草木のように自然に育

つものではない。学会という場は，さまざまな植物を植

えたばかりの家庭菜園のようなものである。それぞれが

自分に適した居場所を得てしっかり根付くまでは，人が

手をかけなければ，立ち枯れする。ただ，立ち枯れする

だけでなく，家庭菜園と違うところは，偏った世話をす

れば，まるで期待したものとは違ったものが育つことで

ある。たとえば薬草のつもりが毒草になったりもする。

学会という畑も手入れが悪いと，荒れはててしまう。同

一品種の農場のように，特定の専門家だけが集まる場で

あっても困るだろう。あまりに日当たりが悪いと，立ち

枯れた植物を栄養に雑菌ばかりがはびこってしまうよう

に，本当に臨床で園芸療法や植物をもちいた関わりをし

ている人たちに日があたらないと，学会は一部の専門家

による閉塞した場になる危険もある。人間と植物の関係

という，人の生活や健康に影響する多くの要素を含んで

いるこの学会を，いろいろな実践をしている人たちが参

加し自由に語り合い，それぞれの知識や技術の披露と研

錆がおこなえる場にしたい。日々の暮らしに必要ないろ

いろな花や野菜が手を伸ばせばとどくところにある，手

入れのいい家庭菜園のように育てたい。

人間と植物の関係をよりよく生かしたいという想いを

抱く人なら，だれでも集い，自分のもっている種や球根，

苗，なじみのものも新種も，いろいろ何でも植えること

ができる畑(さまざまな分野のセッションが共存する学

会)にしよう。そうして，どのように育てればいいか育

て方(園芸療法などの基礎技術の研究)や，おいしく食



べる料理の仕方(医療，リハビリテーション，福祉，都

市工学，環境工学など幅広い園芸の活用の検討)を，職

種，職域を超えて考える場にしたい。
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